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1 調査の概要 

和歌山市立伏虎中学校は、小中学校の統廃合により平成 29年 3 月末で移転する

ことが決定しています。この学校跡地は、本市の中心部に位置し、和歌山城や市役

所にも近接した貴重な市有地であり、中心市街地活性化に向けて重要な役割を果た

す事業用地となります。 

本市では、現在、この和歌山市立伏虎中学校跡地について、老朽化や耐震化が問

題となり、建替え時期を迎える市民会館を移転することや和歌山県立医科大学（薬

学部）を誘致することなどを検討しており、本市の中心市街地の活性化に寄与する

ために、これら施設をどう整備すべきかの方針を示す基本構想の作成を進めていま

す。 

本調査は、この基本構想を検討するにあたり、市民意向を把握する基礎資料とし

て、新たな市民会館に求められる機能や運営方法、薬学部を誘致併設することによ

り必要となる機能など、様々なご意見をお聞きすることを目的として実施しました。 

 

項 目 内 容 

調査方法 アンケート調査（郵便発送、郵便回収） 

調査実施期間 平成 27年 7 月 1日発送～平成 27年 7月 17 日 

調査対象者 
15 歳以上の市民 2,000 名 

住民基本台帳から無作為抽出 

回答状況 

発 送 数：2,000 件 

（うち調査票到達数：1,995 件 調査票不達数：5件） 

回収件数：870 件 

回 収 率：43.5％ 

 

留意点 

・ N は、各設問の不明を除く有効回答数を示しています。 

・ ｎは、各設問の選択肢の回答数を示しています。 

・ 各選択肢の構成比率（％）は、小数点以下第 2位で四捨五入しています。 

このため回答の比率は、合計が 100%にならない場合があります。また、選択肢か

ら複数を選ぶ複数回答の比率は、各項目の回答数の和が母数の有効回答数より多

くなることから、合計が 100％を越えます。 

・ 設問におけるその他意見や自由意見については、「報告書」に記載しています。 
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調査の精度 

今回の調査は標本調査であり、今回得られた結果から和歌山市全体の意見を

推測することが出来ます。 

推測にあたって、通常のアンケートで用いられる信頼度 95％（100 回に 95 回

がその標本誤差に収まる）と設定し、主要な回答比率に対する標本誤差を示し

ます。 

 

標本誤差 ＝ ｋ × √
Ｎ−ｎ

Ｎ−1
×

Ｐ×（100−Ｐ）

ｎ
 

ｋ：信頼度 95％の定数（1.96） Ｎ：母集団数 

ｎ：標本数（回答数） Ｐ：回答の比率（選択肢の構成比） 

 

標準誤差の早見票（信頼度 95％） 

Ｎ 

母集団 

ｎ 

回答 

者数 

Ｐ 回答の比率 

50% 

45% 

55% 

40% 

60% 

35% 

65% 

30% 

70% 

25% 

75% 

20% 

80% 

15% 

95% 

10% 

90% 

5% 

95% 

329,359 870 3.32 3.30 3.25 3.17 3.04 2.87 2.65 2.37 1.99 1.45 

※ 母集団数（Ｎ）は、平成 27 年 7月 17 日の住民基本台帳と外国人登録における 15 歳以上の人口 

 

この表の見方は、母集団が 329,359 人(和歌山市の 15 歳以上の人口)で、回答

者数が 870 人で、回答の比率が 50％の場合、標準偏差値が約 3.32％となるこ

とを意味する。標準偏差値 3.32％とは、例えば、もし「伏虎中学校周辺の来訪

頻度」という設問で、「年に数回」が 50.0％という回答だった場合、実際の母

集団は 95％の確立で、50±3.32％（53.32％～46.68％）の範囲内となる。 
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2 回答者の属性 
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居住区 

河西部 
野崎、湊、松江、楠見、貴志、

木本、西脇、加太 

中心部 

本町、城北、広瀬、雄湊、大

新、新南、吹上、砂山、今福、

高松、芦原、宮前、中ノ島、

宮北 

南部 
雑賀、雑賀崎、和歌浦、名草、

田野 

東部 
四箇郷、宮、西和佐、和佐、

小倉 

河北部 
有功、直川、紀伊、川永、山

口 

東南部 
岡崎、三田、安原、西山東、

東山東 

 

 

・ 性別は、男性44.6％、女性55.4％となっています。 

・ 年齢別では、60 歳以上の割合がもっとも高く 39.7%となっています。その他、

40～49 歳、50～59 歳が多くなっています。もっとも割合が低いのは 20 歳未

満で3.9％となっています。 

・ 居住区は、河西部、中心部の2地区で52.5％となっています。 
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3 アンケートの結果 

3.1 伏虎中学校周辺（市役所、和歌山城の周辺）への

来訪動向 

 

問２-① 伏虎中学校周辺に来訪する頻度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

・ 伏虎中学校周辺（市役所や和歌山城の周辺）に来訪する頻度は、「年に数回」とす

る方が半数を占めています。 

・ 一方、伏虎中学校周辺に「月１回以上」訪れるとした方は30.9％を占めています。 
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問２-② 伏虎中学校周辺に来訪する目的（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 伏虎中学校周辺に来訪する理由としては、「市役所等、公共手続き」が最も多く

64.1％を占めています。 

 

  



3.2 現在の市民会館の利用動向 
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3.2 現在の市民会館の利用動向 

問３ 市民会館を利用したことがある（単一回答） 

 

 

 

 

 

・ 回答者の 82.6%が今までに市民会館を利用したことがあり、残りの 17.4％につ

いては、これまで市民会館を利用したことがないと回答されています。 

 

問４－① 市民会館の利用形態（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今までに市民会館を利用したことがあると回答された方のうち、94.8%が観客や

参加者として、20.1％が出演者、主催者として利用したことがあるとしています。 
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問４－② 市民会館を利用したきっかけ･理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市民会館を利用したきっかけ・理由は、「家族や友人、知人などが出演していたか

ら」が49.0％、「見たい催しものがあったから」が45.3％、「好きな演奏家やアー

ティストが出演していたから」が44.8％で、これら3項目が多くを占めています。 

 

  



3.2 現在の市民会館の利用動向 
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問５ 現市民会館の管理・運営（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市民会館の管理運営では「魅力的な催しをたくさんやってほしい」という意見が多

く86.4％を占めています。 
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問６ 文化活動･イベントに利用する市内公共施設（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民会館 県民文化会館 ビッグ・ホエール
和歌の浦

アート・キューブ
その他施設 利用しない

音楽 249         373         116         40           52           170         
N=649 38.4 57.5 17.9 6.2 8.0 26.2

演劇等 222         269         38           14           92           188         
N=608 36.5 44.2 6.3 2.3 15.1 30.9

舞踏 95           79           32           25           24           337         
N=497 19.1 15.9 6.4 5.0 4.8 67.8

伝統芸能 80           89           9            32           34           331         
N=496 16.1 17.9 1.8 6.5 6.9 66.7

演芸 144         109         10           17           32           291         
N=522 27.6 20.9 1.9 3.3 6.1 55.7

講演会等 186         173         66           10           88           233         
N=555 33.5 31.2 11.9 1.8 15.9 42.0

展覧会 186         158         47           64           78           225         
N=571 32.6 27.7 8.2 11.2 13.7 39.4

生活文化等 38           28           10           28           65           347         
N=474 8.0 5.9 2.1 5.9 13.7 73.2

会議等 91           102         98           39           138         235         
N=559 16.3 18.2 17.5 7.0 24.7 42.0

上段：件数、下段：複数回答比率（％）



3.2 現在の市民会館の利用動向 

 

－ 11 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 音楽、演劇等は、県民文化会館の利用が多くそれぞれ57.5％、44.2％を占めてお

り、市民会館はこれに続いて38.4％、36.5％が利用されています。 

・ 演芸、講習会、展覧会は、市民会館の利用が多く、これに続き県民文化会館の利用

も多くなっています。 

・ いずれの文化活動・イベントとも、市民会館と県民文化会館が競合しています。 

  

38.4

57.5

17.9

6.2

8.0

26.2

市民会館(n=249)

県民文化会館(n=373)

ビッグ・ホエール(n=116)

アート・キューブ(n=40)

その他施設(n=52)

利用しない(n=170)

(%)
N = 649

音楽 演劇等

36.5 

44.2 

6.3 

2.3 

15.1 

30.9 

（n=222)

（n=269)

（n=38)

（n=14)

（n=92)

（n=188)

(%)
N = 608

舞踊

19.1 

15.9 

6.4 

5.0 

4.8 

67.8 

（n=95)

（n=79)

（n=32)

（n=25)

（n=24)

（n=337)

(%)
N = 497

16.1 

17.9 
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市民会館(n=80)

県民文化会館(n=89)

ビッグ・ホエール(n=9)

アート・キューブ(n=32)

その他施設(n=34)

利用しない(n=331)

(%)
N = 495

伝統芸能 演芸

27.6 

20.9 

1.9 

3.3 

6.1 

55.7 

（n=144)

（n=109)

（n=10)

（n=17)

（n=32)

（n=291)

(%)
N = 522

講演会

33.5 

31.2 

11.9 

1.8 

15.9 

42.0 

（n=186)

（n=173)

（n=66)

（n=10)

（n=88)

（n=233)

(%)
N = 555

32.6 

27.7 

8.2 

11.2 

13.7 

39.4 

市民会館(n=186)

県民文化会館(n=158)

ビッグ・ホエール(n=47)

アート・キューブ(n=64)

その他施設(n=78)

利用しない(n=225)

(%)
N =571

展覧会 生活文化等

8.0 

5.9 

2.1 

5.9 

13.7 

73.2 

（n=38)

（n=28)

（n=10)

（n=28)

（n=65)

（n=347)

(%)
N = 474

会議

16.3 

18.2 

17.5 

7.0 

24.7 

42.0 

（n=91)

（n=102)

（n=98)

（n=39)

（n=138)

（n=235)

(%)
N = 559
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問７ 現市民会館について（自由回答） 

 

・ 現在の市民会館について自由回答では、市民会館そのものの場所を知らなかった方

や、もう何年も来館されてない方からのご意見があり、より魅力的な催しものを望

まれるご意見もありました。 

・ 市民会館そのものについては、老朽化が進み、暗いイメージを持たれている方もお

り、施設では動線が入り組み複雑だというご意見がありましたが、一方で、ロビー

空間などゆとりあるつくりであるとのご意見もありました。 

・ 市民会館の機能として、多くの方が、駐車場不足やイベント閉会時等の交通集中時

に渋滞してしまうことへの問題点を指摘するご意見が多く、新しい市民会館では充

分な駐車場を確保して欲しいとの意見が多くありました。 

・ 周辺環境では、商業施設などがないため用事がなければ全く立ち寄ることがない、

新たな市民会館では、一定の商業施設や日頃から立ち寄れる会館を求めるご意見が

ありました。 

  



3.3 新しい市民会館の建設について 
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3.3 新しい市民会館の建設について 

問８ 新たな市民会館に望む特色・役割について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新しい市民会館に望む特徴・役割は、「市民が優れた文化芸術を鑑賞する場」とす

る回答が多く53.5％を占めます。 

・ 次いで、「新しい文化芸術を創造・交流・発信する場」、最後に、「市民が文化芸術を

創造・発表する場」とすることが望まれています。 
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問９ 新たな市民会館に特に重要だと思うこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3.3 新しい市民会館の建設について 
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・ 新しい市民会館に求められる重要な施設として、66.5％と多くの方が「駐車場の

設備」をあげています。 

・ 続いて概ね半数の方が、高齢者や乳幼児同伴者に配慮したバリアフリー・ユニバー

サルデザインや、鑑賞しやすい椅子・座席配置、飲食・喫茶機能を求めています。 
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問 10－① メインホールの特性（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メインホールは、「音楽、演劇、集会等に利用できる多目的ホール」が最も多く

60.6％を占めています。 

・ 次に「音響性能に優れた音楽向けのホール」については、22.9％となっています。 

 

  



3.3 新しい市民会館の建設について 
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問 10－② メインホールの席数（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メインホールの席数では「1000 席以上」を望む声が多く、60.0％を占めていま

す。 

・ 次いで「800～1000席程度」が多く28.9％の方が望ましいと回答しています。 
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問 10－③ メインホール以外に必要な機能（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メインホール以外で必要な機能としては、「各種催しに使える多目的スペース」が

多く55.3％を占めます。 

・ 次いで「市民ホール（500席程度）」が38.5％、「自由に利用できるラウンジ等の

ホール」が37.5％と多くなっています。 

 

 



3.3 新しい市民会館の建設について 
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問 10－④ 市民ホールのタイプと用途（単一回答） 
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・ メインホール以外で必要な施設として「市民ホール（500席程度）」と回答した方

のうち、そのホールのタイプとしては、「音楽、演劇、集会等に利用できる多目的

ホール」が最も多く63.3％を占めています。 

・ またホールの用途についても「発表会」「コンサート」が多く、それぞれ38.1％、

28.8％を占めています。 

 

  



3.4 伏虎中学校跡地利用（市民会館移設新築・大学誘致等） 
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3.4 伏虎中学校跡地利用（市民会館移設新築・大学誘

致等） 

 

問 11－① 市民会館移設用地としてふさわしいか（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市民会館の移設は48.3％が「ふさわしい」とし、28.8％が「わからない」、22.9％

が「ふさわしくない」と回答しています 
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問 11－② 市民会館はふさわしくない理由（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 問11－①で市民会館移転は「ふさわしくない」とした方の理由では、移転ではな

く「市民会館は、現在の場所がいい」とする意見が36.8％を占めています。 

・ 次いで「敷地が狭い」という意見が22.9％となっています。 

 

 

  



3.4 伏虎中学校跡地利用（市民会館移設新築・大学誘致等） 
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問 11－③ 市民会館に付属しておく施設・機能（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 問11－①で市民会館移転は「ふさわしい」、もしくは「わからない」とした方が、

伏虎中学校跡地が賑わいの拠点となるために併設すべき機能として求めるものは、

「公園や芝生広場など」41.6％や「子どもに遊びを提供できる場」32.6％とする

回答が多くなっています。 
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問 11－④ 新しい市民会館の運営（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新しい市民会館の運営では、「各種ショップやレストラン、カフェなどを入れて、

付属施設でも収益を上げる」という意見とともに、「魅力的な催しを増やし、ホー

ルの利用効率を上げる」といった意見が多く、それぞれ約60％を占めています。 

 

  



3.4 伏虎中学校跡地利用（市民会館移設新築・大学誘致等） 
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問 12 大学（県立医科大学薬学部）の立地について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 薬学部の誘致については、「大変良いと思う」17.1％、「よいと思う」23.5％と肯

定的な意見が40.6％を占めています。 

・ 一方、「大学の場所としてはふさわしくないと思う」20.5％、「市民会館と大学の組

み合わせがあまりふさわしくないと思う」15.5％と否定的な意見が36.0％となっ

ています。 
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問 13 大学立地がふさわしくない理由（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 大学立地が「ふさわしくない」と回答した理由は、「大学は、別の場所がいい」が

53.2％と多く、次いで「敷地が狭い」が26.4％となっています。 

 

問 14 その他、跡地活用、市民会館建設に関わる意見（自由回答） 

 

・ 伏虎中学校跡地は和歌山城に面した市の一等地として、多くの人に親しまれ、中心

市街地の活性化につながるものを配置するべきとのご意見が多くありました。 

・ ただし、跡地利用として市民会館、県立医大薬学部の立地が中心市街地の活性化に

寄与するかについては賛否にわたり、様々なご意見がありました。 

・ もしも、市民会館が跡地に立地するならば、催しがなくてもお城やショッピングな

どのついでに気軽に利用でき、人が集まる施設となることを望むご意見が多くあり

ました。 


